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　白山は、本県のシンボル的存在であるばかりでなく、我が国有数の原始性の高い国立公

園として位置づけられ、極めて貴重な自然地域といえる。

　しかし、このような優れた自然の状況も、近年の登山利用に代表される種々のインパク

トによって変容されつつある。

　特に、室堂と南竜ヶ馬場をむすぶ展望歩道（高飯場南竜ヶ馬場室堂線歩道）とエコーラ

イン（弥陀ヶ原線歩道）の二つの登山道は、白山で最も登山者に親しまれている。眺望が

きき、お花畑も見られるため、多くの登山者に利用されている。近年双方の登山道とその

周辺を中心として、踏み込みによる裸地化、さらには土壌侵食による歩道の拡幅や掘れこ

み等の破壊が著しく、河原状と呼べるほどの現況を呈しており、現在もこの荒廃が進行し

つつある。また、この登山道が流水溝化することによる水分条件の変化等が、この二つの

歩道周辺の植生の変化に結びつくことも危具されている。

　本調査は、荒廃の進む展望、エコーライン両歩道及び周辺での植生の復元を図り、かつ、

やや湿性な高山植物群落を保護するために、今何を実施しなければならないかを明確にし、

さらにその具体的な手法を検討するということを課題とするものであり、植生や土壌等の

基礎的な調査により、問題点・荒廃原因の把握に努め、その復元対策については、技術的

なアプローチだけでなく、多くの県民の深い関心事として総合的に検討を進めてきたもの

である。

　２ヶ年の調査であり、不充分な点も多く、特に極めて困難な条件下での植生復元につい

ては、その端緒についたばかりの段階であるが、この報告に対して、御批判や種々御教示

を賜われば望外の喜びとするところである。

　本報告の調査研究は、県の関係機関（環境部自然保護課、白山自然保護センター、石川

県林業試験場）のほか、つぎのスタッフからなる検討委員会を設け実施し、報告書のとり

まとめには、白山自然保護センターがあたった（敬称略、順不同）。
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